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1辺の長さが 1の正方形A1とその内接円 S1がある．円 S1に内接する正方形A2と

その内接円 S2がある．このようにして，内接円 Sn−1に内接する正方形Anとその内

接円 Snがある．A1から Anまでの面積の総和を Tnとするとき， lim
n#»∞

Tnを求めよ．

(15 奈良県医大 12)

【答】 2

【解答】
An と An+1 (n ≧ 1)は相似であり，その相似比は
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である．A1 の面積が 1より An の面積は
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であり， lim
n#»∞

Tn は初項 1，公比 1
2
の無限等比級数である．

0 < (公比) < 1より，その和は存在し

lim
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Tn = 1
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である．


